調　査　の　要　領

１．調査事項

　（１）魚種別漁業種類別漁獲数量

　（２）魚種別漁業種類別漁獲金額

２．調査時期

　　毎　月

３．調査範囲

　　本県内に水揚げされたすべての海面魚介類（運搬魚介類を除く。）

４．調査方法

　　調査員が担当区域内の海面漁業協同組合、魚市場、その他の団体等を毎月巡回し、これらの団体等において作成した台帳等から資料を収集する方法

５．利用上の注意

　　この調査は属地計上です。属地計上とは、生産物が水揚げされた地域に漁獲量等を計上することをいいます。

　　また、数値は四捨五入してあるので、各表や統計表中の構成比の和は１００％にならない場合があります。

結　果　の　概　要

１．漁獲数量及び漁獲金額

（１）概況

　　　平成１６年に青森県に水揚げされた漁獲数量は２９６，０６３トンで、漁獲金額は６０６億０，６２０万円となった。これを前年と比較すると漁獲数量で１５，００６トン（５．３％）増加し、漁獲金額で８７億９，４０４万円（１７．０％）増加した。

（２）主な増減要因

漁獲数量が増加した主な要因は、「ほたてがい半成貝」、「ほたてがい成貝」、「あかいか」、「さけ」等の増加によるものである。

（３）過去10年間の平均との比較

　　　平成16年の漁獲数量及び漁獲金額は、過去10年間の平均と比較すると数量　　

　　で２１．８％、金額で１６．３％、それぞれ下回っている。
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　表A　年次別漁獲数量及び漁獲金額の推移
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図１　年次別総漁獲数量及び総漁獲金額の推移

２．月別漁獲数量及び漁獲金額

（１）月別漁獲数量

　　　平成１６年の漁獲数量を月別にみると、８月が３７，５２３トンで最も多く全体の１２．７％を占め、次いで７月の３６，５０６トン（１２．３％）、９月の３３，２２３トン（１１．２％）となっている（図２、第３表）。
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図２　月別漁獲数量

（２）月別漁獲金額

　　　平成16年の漁獲金額を月別にみると、８月が７５億４，７１６万円で最も多く全体の１２．５％を占め、次いで９月の７１億４，８３３万円（１１．８％）、７月の７０億０，４２５万円（１１．６％）となっている（図３、第４表）。
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図３　月別漁獲金額

３．魚種別漁獲数量及び漁獲金額

（１）分類別漁獲数量及び漁獲金額

　①分類別漁獲数量

　　　漁獲数量について魚類、貝類等の分類別にみると、いか類等の「その他の水
産動物」が１３７，４４４トンで最も多く全体の４６．４％を占め、次いで「貝
類」１０４，２６４トン（３５．２％）、「魚類」５１，１７５トン（１７．３％）、
「草類」３，１８１トン（１．１％）の順となっている（図４、第５表）。

　　　これを前年と比較すると、「その他の水産動物」は１０，３６０トン（△７．
０％）減少、「貝類」は１７，６１５トン（２０．３％）増加、「魚類」は
７，８４４トン（１８．１％）増加、「草類」は９３トン（△２．８％）減少

した。
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図４　分類別漁獲数量の構成比（％）
　②分類別漁獲金額

　　　漁獲金額を分類別にみると、「その他の水産動物」が３１８億５，２４７万
円で最も多く全体の５２．６％を占め、次いで「貝類」１３９億７，３７７万
円（２３．１％）、「魚類」１３９億３，７８７万円（２３．０％）、「草類」
８億４，２１０万円（１．４％）の順となっている（図５、第６表）。

　　　これを前年と比較すると、「その他の水産動物」は２５億４，９７４万円
（８．２％）、「貝類」は３９億４，０２３万円（３９．３％）、「魚類」は２５　　

億７，４０７万円（２２．７％）それぞれ増加し、「草類」は１億４，１０１万円（△１４．３％）減少した。
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図５　分類別漁獲金額の構成比（％）

（２）主な魚種別漁獲数量及び漁獲金額

　①主な魚種別漁獲数量

　　　主な魚種別の漁獲数量及び構成比をみると、「ほたて貝」１０２，７２３ト
ン（構成比３４．７％）、「するめいか」８４，２１０トン（２８．４％）、「あ
かいか」４５，５４６トン（１５．４％）、「さけ」８，５８６トン（２．９％）、
「さば」７，７６９トン（２．６％）、「いわし類」５，９１３トン（２．０％）
などとなっている。

これを前年と比較すると、漁獲数量が増加した主な魚種及び数量は「ほたてがい」１７，７６６トン（対前年増減率２０．８％）、「あかいか」３，８６５トン（９．３％）、「さけ」３，４６３トン（６７．６％）、「すけとうたら」２，３９０トン（９３．４％）、となっている。

一方、漁獲数量が減少した主な魚種及び数量は「するめいか」１１，８６３トン（△１２．３％）、「さば」２，３２６トン（△２３．０％）、「やりいか」
１，８２６トン（△５９．６％）、「たこ」３５０トン（△１２．６％）、「ひらめ」２２５トン（△２３．９％）となっている（図６、第１表、第７表）。
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図６　主な魚種別漁獲数量の構成比（％）

　　
②主な魚種別漁獲金額

　　　主な魚種別の漁獲金額及び構成比をみると、「するめいか」２１２億
４，６００万円（構成比３５．１％）、「ほたて貝」１３０億５，６７８万円（２
１．５％）、「あかいか」５５億０，９１１万円（９．１％）、「まぐろ」１８億
４，１９９万円（３．０％）、「さけ」１６億０，２４９万円（２．６％）、「か
れい類」１３億７，５６０万円（２．３％）、「やりいか」１２億８，９３２万
円（２．１％）などとなっている。

これを前年と比較すると、漁獲金額が増加した主な魚種及び金額は「ほたて
がい」３８億９，９６９万円（対前年増減率４２．６％）、「するめいか」３６　　

億２，２０２万円（２０．６％）、「さば」８億５，７２０万円（２５４．０％）、「まぐろ」7億４，７７８万円（６８．３％）、「さけ」7億４，６０１万円（８７．１％）となっている。

一方、漁獲金額が減少した主な魚種及び金額は「やりいか」１１億
８，１１６万円（△４７．８％）、「あかいか」２億７，１９０万円（△４．７％）、「いわし類」１億４，４５５万円（△３２．５％）、「うに」１億４，１０３万円（△１５．３％）となっている（図７、第２表、第８表）。
[image: image7.emf]�� �� ��

2 4 .3 %

�� �� �� ��

9 .1 %

�� �� �� �� ��

2 1 .5 %

�� �� �� �� ��

3 5 .1 %

�� �� �� ��   2 .3 %



�� �� �� ��   2 .1 %

�� �� ��   3 .0 %



�� ��   2 .6 %


図７　主な魚種別漁獲金額の構成比（％）
４．漁獲種類別漁獲数量及び漁獲金額

（１）漁獲種類別漁獲数量

漁獲種類別漁獲数量の構成比をみると、漁獲数量は「養殖漁業」が全体の
３４．３％（１０１，４７１トン）で最も多く、次いで「いか釣漁業」３２．１％、「沖合底曳網漁業」１０．５％となっている。

これを前年と比較すると、漁獲数量が増加した主な漁業種類及び数量は、「養殖漁業」１８，３２５トン（２２．０％）、「沖合底曳網漁業」７，７９２トン（３３．３％）、「小型定置網漁業」２，４２８トン（１８．７％）となっている。

一方、漁獲数量が減少した主な漁業種類及び数量は、「いか釣り漁業」１１，７６３トン（△１１．０％）、「棒受網漁業」２，９７７トン（△８６．７％）、「採貝漁業」８８９トン（△４４．７％）となっている（第９表）。

（２）漁獲種類別漁獲金額
漁獲種類別漁獲金額の構成比をみると、「いか釣漁業」が全体の３２．７％（１９７億９，７９５万円）で最も多く、次いで「養殖漁業」２１．３％、「沖合底曳網漁業」１１．０％となっている。

これを前年と比較すると、漁獲金額が増加した主な漁業種類及び金額は、「養殖漁業」３９億９，１７４万円（４４．８％）、「まき網類漁業」２２億
２，０５７万円（９０．２％）、「沖合底曳網漁業」２１億３，５３８万円（４７．３％）となっている。

一方、漁獲金額が減少した主な漁業種類及び金額は、「棒受網漁業」４億
５，８８４万円（△７７．５％）、「採貝漁業」１億１，２２２万円（△１３．２％）、「採草漁業」１億０，４８０万円（△１１．２％）となっている（第10表）。
５．市町村別漁獲数量及び漁獲金額

（１）市町村別漁獲数量

市町村別漁獲数量の構成比をみると、八戸市が１４２，４０８トンで最も多く全体の４８．１％を占め、次いで平内町１６．７％、青森市７．９％、東通村３．５％、蟹田町２．５％の順となっている。

次に、市町村別漁獲数量を前年と比較してみると、漁獲数量が増加した市町村は、平内町１３，５１２トン（３７．６％）、青森市４，８２１トン（２５．８％）、六ヶ所村１，７５９トン（５２．７％）、東通村１，３２４トン（１４．４％）、蓬田村１，１９３トン（２４．３％）、三沢市１，０８５トン（３２．１％）ほか６市町村となっている。

一方、漁獲数量が減少した市町村は、八戸市５，５１１トン（△３．７％）、川内町１，３７４トン（△５１．７％）、大畑町１，０１１トン（△１９．１％）、小泊村４６６トン（△１３．９％）、平舘村３９９トン（△６．２％）、大間町３９２トン（△１２．１％）ほか１０町村となっている（図８．第11表）。

（２）市町村別漁獲金額

市町村別漁獲金額の構成比をみると、八戸市が２７１億１，０３０万円で最も多く全体の４４．７％を占め、次いで平内町１１．３％、東通村６．１％、青森市５．０％、深浦町３．１％の順となっている。

次に、市町村別漁獲金額を前年と比較してみると、漁獲金額が増加した市町村は、八戸市３５億７，８３９万円（１５．２％）、平内町２４億９，６３８万円（５７．４％）、青森市１０億２，９４２万円（５１．４％）、東通村６億７，２７５万円（２２．５％）、六ヶ所村５億４，２６０万円（４６．５％）ほか１３町村となっている。

一方、漁獲金額が減少した市町村は、深浦町６億８，５８９万円（△２６．７％）、鰺ヶ沢町１億７，１１５万円（△２２．５％）、岩崎村１億６，３４７万円（△２３．０％）、小泊村９，７９３万円（△６．４％）、平舘村
９，５９９万円（△９．３％）ほか５町村となっている（図９．第12表）。
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図８　市町村別漁獲数量の構成比（％）　図９　市町村別漁獲金額の構成比（％）
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